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⑴Takuma Kitamoto, Takahiro Kosuge, Yuka Suzuki, Teruko Ohba, Eiichi Endo, Kazuya 
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Under Stress Condition: Perspectives from Biometric Informations, IWAIT-IFMIA 2019, 
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も愛される会社をめざして』, 日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所 , 2016年 8月 , 
pp.1㻙7, pp.53㻙55, pp.99㻙109, 蟻生俊夫 ,上野雄史 ,竹澤康子 ,唐成 , 戸崎肇 ,樋口徹。
・「スウェーデンにおける郵便事業の現状と課題」、「デンマークにおける郵便事業の現
状と課題」、「ノルウェーにおける郵便事業の現状と課題」：『海外郵便事業調査報告









労働組合 JP総合研究所 , 2018年11月 , pp.58㻙67, pp.96㻙109, pp.140㻙145, 立原繁 ,齋藤貞
之 , 竹澤康子 , 森川健 , 唐成 , 伊藤栄一 , 栗原啓。
研究報告
・「海外における郵便サービス品質の現状と離島の郵便マネジメントシステムに関する
研究」：（一社）通信研究会 , 2018年 3月22日 , 樋口徹 , 荒木宏 , 高柳秀史。
その他著作
・「南信州の『村』の暮らしを支える郵便局―長野県平谷・木沢・売木郵便局を訪ね
て」：『JP総研 Research』,日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所 , 2016年 9月 ,第
35巻 , pp.40㻙47。
・「住民主体の地域経営への転換と今後の課題（上・中・下）」：『通信新聞』,通信新聞
社 ,2016年10月27日 ,11月24日 ,12月29日。
・「『島』の人々とともに歩む郵便局―山口県見島・萩大島郵便局―」：『JP 総研














"Accounting theory to deviate from the accounting practices: The multi-layeredness of 
accounting in railroad accounting of the United States", Business and Accounting Research ⑸ 
223




研究紀要』  第28巻（第 1号・第 2号合併号） 33㻙42頁、2017年12月25日。
学会での口頭発表等
【単独口頭発表】
“Prospective of historical study in railroad accounting of the United States; Accounting theory is 
to deviate from the accounting practices","International Conference of Busines Management 
2016"  Aug.23,2016. 
“Perspective of historical study in railroad accounting of the United States: Sinking Fund 












⑴「バングラデシュ = 衣料品から IT分野での『チャイナ＋1（プラスワン）』へ―『リ
ンケージ・マネジメント』の視点より―」：『グローバリゼーション研究』工業経営研
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5 .単著「統制された文化 15」『しんぶん赤旗』2017年 3月15日 9面
6 .監修・解題『近代製本関係人物事典：製本業者・社の歴史製本』　金沢文圃閣（2017

























































































































































⑴知的障害児の視覚パターン認識に関する研究 ： 作大論集 作新学院大学・作新学院大
学女子短期大学部 2017年 3月 第 7号 pp.33㻙53
⑵知的障害児の視覚パターン認識に関する研究 ― 模写テストを中心として ― ： 作大論
























































































部　2018年 3月　第 8号　pp. 147㻙162
⑺保育者養成課程における ICTを用いたピアノ教育の効果：作大論集　作新学院大学・
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【分担執筆】















































































































房　2017年 4月　第 4章 pp.59㻙76 第 5章 pp.77㻙93
⑵第 2章「ソーシャルワークの萌芽」：シリーズ・社会福祉の視座② ソーシャルワーク
への招待　［編著者］北川清一・久保美紀　ミネルヴァ書房　2017年 4月 pp.17㻙32
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福祉学会　2019年 3月15日　28号　pp.1㻙8
社会的活動
⑴栃木県社会福祉協議会　評議員（2016年度～現在に至る）
⑵とちぎ第三者評価推進機構　基準等部会　委員（2016年度～現在に至る）
⑶社会福祉法人栃木県社会福祉協議会における福祉サービスに関する苦情解決における
第三者委員（2016年度～現在に至る）
⑷とちぎ第三者評価推進機構　評価調査者継続研修　講師（2017年度～2018年度）
⑸栃木県児童館・児童クラブ職員研修　講師（2016年度）
⑹群馬県内社協職員連絡協議会・パワーアップ研修　講師（2016年度）
⑺埼玉県朝霞市要保護児童対策地域協議会研修　講師（2017年度）
⑻高根沢町子ども・子育て会議 会長（2017年度）
⑼千葉県コミュニティソーシャルワーカー基礎研修　講師（2017年度～現在に至る）
⑽第54回関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協議会　分科会講師（2017年度）
⑾さくら市教育委員会「子どもたちへのメッセージ 5」講話・作成検討会議　講師（2017
年度）
⑿千葉県南房総市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会　副委員長（2018年度）
⒀千葉県浦安市市民後見人養成事業フォローアップ研修　講師（2018年度）
⒁茨城県児童館・学童クラブ等職員研修　講師（2018年度）
⒂群馬県前橋市社会福祉協議会職員研修　講師（2018年度）
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作大論集　第 9号　2019年 3月
